
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013 年４月 20 日 

 

森 林 塾 青 水 

 

森林塾青水 
第 12 回定期総会 

 
１．日 時 ２０１３年４月２０日（土曜日） 

       １３時 30 分～１4 時 30 分 
 

２．場 所 環境パートナーシップ・セミナースペース 
 
３．議 題 第１号議案 2012 年度事業報告及び事業収支 

 
       第２号議案 2013 年度事業計画及び事業収支計画案 
 

第 3 号議案 2013 年度役員選任 
 
 



第１号議案 ； ２０１２年度事業報告および会計収支 

１． ２０１２年度事業報告  

（１） 活動の基本方針・目標 ～ 別紙①「これからの 10 年：活動の道しるべ」 

（２） 月別活動実績 ～ 別紙② 

（３） 振り返り ： 主たる成果・よかった事(○)と要改善・検討課題（●） 

○全国草原サミットの成功：開催 9 回目にして初めて「流域コモンズ」発信、など 

○防火帯造りの進捗（野焼きは出来なかったが、「放射線物質重点調査地域」指定は解除） 

○上ノ原の「入会の歴史」調べの精度アップとフットパス地図の完成、生き物調べ（昆虫）の進捗 

○ミズナラ林の今日的利用（地域循環型）具体化の道筋が見えてきた（原木きのこ、割薪） 

○フイールドスタデイ等の場としての利用が進んだ（東洋大、林総研、環境ジャーナリストの会、他） 

 

●講座「コモンズ村・ふじわら」の参加者固定化・減少傾向  

●次世代の活動の担い手の動員が不十分（地元、流域一般参加者とも） 

●既存フットパスの利用（＝管理）、古民家再生活動、ともに低調 

●志援（協賛）企業・団体への働きかけ不足 → 企業 CSR 活動の機会・場の提供 

●情報発信・啓蒙活動が活動実績に比し不十分～専担者なし、近代兵器の利用なし   

 

２．２０１２年度事業収支  ～ 別紙③ 

 

第２号議案 ； ２０１３年度事業計画および予算案 

１．2013 年度事業計画  

 （１）中期的課題認識～「これからの 10 年：活動の道しるべ」、１２年度の振り返りを踏まえ 

○マンネリ打破／気風一新 → 誰でも参加しやすいプログラムと呼びかけ 

○地域資源の循環型利用促進と担い手の確保（含む、地元住民・日帰り参加者） 

○近未来の上ノ原や古道、古民家の利用の姿をみんなで描き共有 

      ○将来の活動主体 ： 流域市民団体→地元住民・行政と協働→地元住民・NPO 主導 

○交流・移住人口の増大や地域雇用創出への貢献を図る → 地域の支援活動拡充      

（２）主たる活動計画・日程 ～ 別紙④ 

（３）推進態勢の強化 －インストラクターの質量確保 

－事務局スタッフの拡充（含む、HP・ブログ担当、「茅風」編集） 

－執行部の若返り/役割分担の見直し 

(４) 啓蒙・交流促進活動－4 月：セミナー「野焼きが守る生物多様性」小幡和男講師 

                －7 月：第 4 回「全国源流サミット in みなかみ」（後援）  

 

２．２０１３年度事業収支計画（案）  ～ 別紙⑤ 

 

第３号議案 ； 2013 年度役員選任 

１３年度役員候補  浅川 潔  稲 貴夫  岡田伊佐子  北山郁人 草野 洋  清水英毅  

  （幹事・監事）    高野史郎  林部良治  増井太樹   松澤英喜 （新任）  吉野一幸 

 

以 上 



 

これからの 10 年 ： 活動の道しるべ／基本方針 （2011 年４月「会員総会」承認）    

何をするの  「水源地域の環境資源（自然の恵み）を持続的に利用する仕組み」の構築 

具体的には  １．上ノ原「入会の森」（ススキ草原とミズナラ林）の保全と活用  

２．古道の再生と活用（→フットパス） 

３．古民家の再生と活用（→交流拠点） 

どうやって   １．地域循環型利用（特に、今日的用途開発）の促進と管理の徹底（火入れ・茅刈り・除伐） 

２．新たな担い手の確保  ①老→壮→青（若手につなぐ～地元も都市住民も） 

②点→線→帯（「流域コモンズ」の形成～利根川つながり） 

その心は   合言葉『飲水思源』      

目指すは 人と生き物が入り会うコモンズ村・ふじわら→地域・流域のにぎわい → 善玉キーストーン種 

活動のモットー これからも、楽しみながら良い汗をかこう！ 

別紙① 



                                  別紙② 

 ＜森林塾青水＞ ２０１２年度・活動実績の振り返り      

 
４ 月 ・ストック茅 350 束を奥只見・茅葺文化財用に出荷（有償⇔佐久間建設） 

・第 11 回「定期総会」（青山・環境パートナーシッププラザ） 

       ・講座「コモンズ村・ふじわら」－野焼き：復活９年目にして初の中止 

－防火帯のルート設定と除伐と「山の口開け」  

－古民家再生活用のための整備 

５ 月 ・講座「コモンズ村・ふじわら」－ミズナラ林の整備／割薪づくり 

                   －古道の補修  

    ・みなかみ町役場／岸町長訪問 －活動実績の報告と新年度計画の説明 

・麗澤中学校「樹木観察会」（柏キャンパス）   

６ 月 ・学生部「ノコナタ合宿研修会」 

･講座「コモンズ村ふじわら」－樹名プレート取り付け（３０種／１００枚） 

              －木馬道ルートのフットパス地図づくり① 

              －割薪づくり（大金ホーム・ユーザー会有志） 

・地元ならびに NPO 奥利根水源地域ネットワークの皆さんと「上ノ原運営委員会」 

・茅葺フオーラム in 天栄村に参加（浅川、清水） 

・全国草原再生ネットワーク総会に出席（浅川、海老沢、増井、清水） 

・東京学習会（講師；川の旅人／岡村直樹）                   

   

７ 月 ・麗澤中「奥利根フイールドワーク」の受け入れ 

・講座「コモンズ村ふじわら」－防火帯づくりのための青刈り 

・「草原サミット実行委員会③」出席 

８ 月 ・森林技術総合研修所の視察受入れ（→生物多様性研修会） 

･諏訪神社例大祭ならびに第 17 回「藤原区民祭り」に協賛 

・BPA 主催「サンセットクルージング」（船橋漁港）に参加（２回／３０名余） 

９ 月 ･講座「コモンズ村ふじわら」－ミズナラ林の整備と生き物調べ 

                  －東洋大佐野ゼミ生のフイールドスタデイ受入れ 

                                   －「環境ジャーナリストの会」一行の視察受入れ 

    ・「草原サミット実行委員会④」出席 

    ・東京学習会（小掘りの渡しと利根川敷きの自然観察） 

10 月 ・森林技術総合研修所「生物多様性研修会」の受入れ  

・講座「コモンズ村・ふじわら」－草原サミット・シンポジウム in みなかみ 

（茅刈り講習会／エクスカーション／シンポ） 

    ・「上ノ原フットパス地図」完成：シンポジウム／エクスカーションで活用 



    ・「上ノ原の四季折々」完成：シンポジウム／分科会①で活用 

11 月 ・講座「コモンズ村・ふじわら」－茅ボッチの引き出しと割薪づくり 

－「山の口終い」 

    ・防火帯兼作業道（計画の１/３）作設済み（確認） 

     上記のほか、防火帯（全周の 1/2）を刈り払い済み 

12 月 ・麗澤学園「奥利根フイールドワーク」の抜本的見直し検討会 

・顧問／幹事／オブザーバー合同「1 年の活動の振り返りと今後の課題」検討会 

 

１ 月 ・みなかみ町役場／岸町長訪問－12 暦年活動実績の報告と 13 年度方針説明 

・立教大学吉川ゼミ「環境と持続可能な社会」にて講義（清水） 

・環境 J の会主催シンポ「生物多様性と報道のあり方」にてパネルトーク（清水） 

２ 月 ・「のらえもん」大自然塾の受入れ－かんじき雪原トレッキング＆そり遊び 

－“ぼた”＆“かまくら”づくりと星空観察     

３ 月 ・講座「コモンズ村・ふじわら」－“かまくら＆キャンドルナイト”設営支援 

－かんじき雪原トレッキングと“ぼた”づくり 

・地元ならびに町役場の皆さんと 2013 年度活動計画の打合せ「上ノ原運営委員会」 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

*1 上記の他、月例「幹事会」を毎月第１水曜日に開催（除く、8 月） 

  *2 講座「コモンズ村・ふじわら」他、全てのプログラムのインストラクター役を 

    藤原案内人クラブはじめ地元の皆さま方に依頼、薄謝にてご協力をいただいた 

 

*3 刈り取った茅の総量＝2,565 束 cf. 11 年度＝4,890 束（含む、小石川高校生 250 束） 

10 年度＝2,300 束 

      内訳：地元（３人）＝2,290 束 → 環境支払い＠50 円 

         コモンズ活動 ＝ 275 束（→地元へ寄贈／諏訪神社屋根替え用） 

 

  *４ 原木キノコ（収穫量）＝バケツ 10 杯ほど（ナメコ、シイタケ、ヒラタケ、ほか） 

     割薪き（ストック量）＝４トン車×１台相当              

＊４ グリーンツーリズム 

 ⇒ 誘致人員延べ 1,117 人（サミット 525 人含む。教育旅行、不算入） 

Cf.. 11 年度＝1,007 人 、10 年度＝ 907 人、09 年度＝ 830 人    

      ⇒ 利用した民宿・旅館 10 軒（延べ宿泊 15 回） 

 

                                    以  上 



2012年度事業収支 別紙③

　

項　目 計画 実績 項　目 計画 実績
前年度繰越金 1,419,193 1,419,193 事業経費 2,504,980 2,300,119
会費 560,000 461,000 　コモンズ村講座 1,160,000 998,826
　会員年会費（正会員） 250,000 240,000 　実践講座（緑の募金公募） 330,000 311,112
　会員年会費（家族会員） 10,000 5,000 　環境教育諸費用 380,000 353,785
　会員年会費（一般会員） 60,000 27,000 　エコポイント 534,980 582,878
　会員年会費（学生会員） 10,000 9,000 　古民家再生ＰＪ 100,000 0
　新規会員入会金 30,000 20,000 　地球環境基金（2011） 0 53,518
　会員年会費（協賛会員） 200,000 160,000 消耗品費 60,000 113,163

　一般文具費 10,000 23,780
事業収入 1,550,000 1,390,760 　その他消耗品費 50,000 89,383
　コモンズ村講座 1,110,000 995,778
　環境教育受託料 400,000 344,000 通信費 30,000 42,560
　木工品等売上 10,000 0 　郵便料 30,000 42,560
　講演料 10,000 45,482
　楽習会参加費 20,000 5,500 旅費 100,000 160,820

　出張旅費 100,000 160,820

業務活動費 215,000 236,704
助成金　 992,000 682,000 　藤原区費・寄付金・会費 60,000 72,000
　実践事業（地球環境基金２０１１） 642,000 642,000 　会議費等 60,000 52,000
　実践講座（緑の募金公募） 330,000 0 　一般図書費 10,000 9,975
　道普請型ぐんまグリーン作戦 20,000 40,000 　指導料（謝金） 40,000 42,197

　レンタルサーバー代 25,000 24,570
　印刷代 20,000 35,962

寄付金 0 10,000
　浅野勉様寄付金 10,000 備品 30,000 25,860

　道具代 30,000 25,860

利子 0 182 支払家賃 120,000 120,000
　普通預金利息 0 182 　賃借料 120,000 120,000

支払保険料 35,000 34,930
エコポイント 0 187,888 　支払保険料 35,000 34,930
　住宅エコポイント 98,979
　家電エコポイント 88,909 支払手数料 28,000 19,001

　振込手数料 20,000 13,591
　料金（払込手数料） 8,000 5,410

（単年度収入） 3,102,000 2,731,648 （単年度支出） 3,122,980 3,053,157

次年度繰越（残高） 1,398,213 1,097,684

合　　計 4,521,193 4,150,841 合　　計 4,521,193 4,150,841

　平成２４年度新規会員（入会日順、敬称略）     　平成２５年３月３１日現在会員数
　　①山口悟（一般会員） ⑪鈴木　莉歩 （学生会員） 　　 　　　（　）数字は昨年度末会員数
　　②吉田里奈（一般会員） ⑫松原　遼太 （学生会員）

　　③長島匠（学生会員） ⑬和田　愛華 （学生会員） 　　　　　　　正会員　　 　５４人（５４）
　　④小山海（学生会員） ⑭塚本　涼夏 （学生会員） 　 　８８　   家族会員　　１０人 （１０）
　　⑤島本晃平（学生会員）  　（８８）　  協賛会員　　１０社（１２）
　　⑥石田淳一（学生会員） 　　　　　　　一般会員　　　９人（１０）
　　⑦原澤直樹（正会員」） 　　　　　　　学生会員　　　５人  （２）
　　⑧乾和佳葉（正会員）

　　⑨酒井一彦（一般会員）

　　⑩坂本博（一般会員）

収　　　　　入 支　　　　　出

※エコポイント（家電490803円、住宅92075円）
使途内訳（茅買取上乗せ114500円、研修補助費19000円、旅費補助449378円）



別紙④

１．都市や地元の一般市民が気軽に参加できるプログラムで上の原の茅場とミズナラ林を保全・

モットー

開催月
/　項目

地域貢献プログラム

　
◎オプション
9/29（日）～30（月）
中之条町田工業＆お茶講

会運営活動等

・7/6(土）　麗澤中
自分ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ「水源の森ﾌｨｰ
ﾙﾄﾞﾜｰｸ」
・藤原地区畦刈り支援（７月）
・古民家再生（７・８・月）

③７/27（土）～28（日）
防火帯整備
・刈り払い
・青刈り
・侵入樹木除伐
・草原の昆虫調査
④９/28（土）～２９（日）
ミズナラ林整備
・抜き切り
・歩道作成
・野点等

参加
意義

・現代版入り会いの構築
・生物多様性保全
・みなかみ町昆虫等保護条例へ
の貢献
・奥利根の暮らしの知恵を知る

１月
～
３月

　　２０１３年度活動の特徴

４月
～
６月

１０月
～

１２月

７月
～
９月

一般参加歓迎プログラム

２．古道の整備などを通じて奥利根・藤原地区の自然・文化・風景にふれあう機会を提供します。

合言葉は　「飲水思源」

毎月第１水曜日　幹事会
・諏訪神社大祭
・藤原区民祭
・楽習会（7月）
・全国源流サミット（７月６,７日）
・茅風交流会(7月又は8月）
・８/２４(土）ＢＰＡ
ｻﾝｾｯﾄｸﾙｰｼﾞﾝｸﾞ
・流域協議会（９月）

上ノ原茅場（入会の森）
保全活動

(ミズナラ林整備を含む）
自然ふれあい等活動

　　整備します。　日帰り参加も大歓迎です。

３．藤原地域の行事に参加するなどして地域の生活維持のお手伝いをします。
４．児童生徒の自然学習などをお手伝いします。

地域支援及び自然学習支援

2013年度森林塾青水活動計画・日程予定(案）

⑤10/26（土）～27（日）　茅刈
・茅刈り講習・検定
・秋の上ノ原散策
◎オプション11/5（月）～8（金）
茅刈り平日プラン
⑥11/16（土）17（日）茅出し
・茅運搬　　・防火帯刈り払い
・薪・ホダ木製作
・野点
・「山の口終い」

◎オプション川場村（酒蔵と
茅葺民宿）
10/27（日）～２８（月）
◎オプション　１０月中
秋の古道ハイキング（イン
ストラクター交流会）

・地元育成会等茅刈（１０月）
・古民家再生（１０・１１・１２
月）

・毎月第１水曜日幹事会
・楽習会（１１月）
・１１/１６(土）～１７(日）
のらえもん

その他活動
（楽習会、他団体交流等）

・毎月第１水曜日　幹事会(５月
/第２）
・4/20(土）　総会・セミナー
・4/27(土）～29(月）
のらえもん「自然塾」

①5/11（土）～12（日）
茅場野焼き（１１日）
・「山の口開け」
・防火帯可燃物除去等野焼き
準備
・春の上ノ原散策(１２日）

・藤原地区堰浚
・古民家再生作業（4・5・6月）
・５/１８(土）麗澤中
自分プロジェクト「樹木観察」

②6/15（土)～16(日）
初夏の古道散策
・青木沢峠＆葦の田峠古
道補修
・青木沢古道落ち葉掻き
・山菜の楽しみ方
・自然観察技術交換会

楽しみながら汗をかく 自然から学ぶ 流域コモンズの発信

　⑦３月上旬
上ノ原雪原かんじき散策
・大幽洞探検
・キャンドルナイト
・雪堀支援
・郷土料理体験

・心身のリフレッシュ
・藤原の自然・文化・原風
景を楽しむ

　・古民家再生（雪掘り２月）　

過疎地域の活性化に貢献
・発信型エコｰツーリズムにア
プローチ
・児童の情操教育支援
・暮らしの知恵の体験

・毎月第１水曜日
(１月第２）　幹事会
・楽習会（２月）
・３月上旬　のらえもん
・流域協議会（3月）



別紙⑤

　　　　    項　　　　目 計　画 　　　      項　　　　目 計　画

前年度繰越金 1,097,684 事業経費 2,295,642

会費 560,000 　　コモンズ村講座 980,000

　　会員年会費（正会員） 250,000 　　環境教育諸費用 380,000

　　会員年会費（家族会員） 10,000 　  実践講座(緑の募金公募) 360,000

　　会員年会費（一般会員） 60,000 　　エコポイント家電 476,663

　　会員年会費（学生会員） 10,000 　　エコポイント住宅 98,979

     新規会員入会金 30,000 　 　

　　会員年会費（協賛会員） 200,000

　 　 消耗品費 60,000

　　一般文具費 10,000

事業収入 1,440,000 　　その他消耗品費 50,000

　　コモンズ村講座 1,000,000 通信費 20,000

　　環境教育受託料 400,000 　　郵便料 20,000

    木工品等売上 10,000 0

　　講演料 10,000 旅　費 80,000

　　楽習会参加費 20,000 　　出張旅費 80,000

  業務活動費 175,000

　　藤原区費・寄付・会費 70,000

助成金 690,000 　　会議費等　 40,000

　  実践講座(緑の募金公募) 670,000 　　一般図書費 10,000

　　道普請型ぐんまグリーン大作戦 20,000 　　指導料支払（謝金） 20,000

  　　レンタルサーバー費 25,000

　 　　印刷代 10,000

寄付金 0 備品 10,000

　 　　道具代 10,000

　 　 　

支払家賃 120,000

利子 0 　　賃借料 120,000

　　普通預金利息 0 支払保険料 35,000

　　支払保険料 35,000

エコポイント 50,000 支払手数料 16,000

　　エコポイント住宅 50,000 　　振込手数料 8,000

  　　料金（払込手数料） 8,000

（単年度収入） 2,740,000 （単年度支出） 2,811,642

次年度繰越（残高） 1,026,042

　　　　　合　　　計 3,837,684 　　　　　合　　　計 3,837,684

※家電エコポイント内訳　茅上乗せ 草原調査 交通費補助

250,000 60,000 166,663

　　　　　        　　2013年度事業収支計画（案）

収　　　　　入 支　　　　　出


